女性虐待（鬼頭、岩坂：静岡大学）　　　　　　　　2000/11/11

1． 虐待に関する相談件数　＊資料１

　ＤＶの被害は増加してきているのでそれへの対応を考える

2． 分析

（１）虐待の原因

一．ジェンダー（男性優位の社会背景）

· 性による役割分担意識

· 男らしさ、女らしさの意識

· 強者から弱者に対する支配

二． 加害者の人権意識の欠如

· 自分（夫）に楯突く妻は殴られて当然という意識

· 加害者は被害者に対しての人権を認めていない

· 殴ってもよい人は存在しない

（２）DVへの現在の対応

一．危機介入における法的対応の現状

· 婦人相談所におけるケアとその限界

· 最後の駆け込み先としての警察の対応

二．警察の不介入主義の問題点

· 家庭･市民･市民社会という私的領域における警察権の適正な行使の必要性

· 警察の犯罪被害者対策の問題

三．司法の対応の現状

· 裁判官のジェンダー観，人権意識，DVに関する専門知識の欠如

· 慰謝料の認容額の低さ

３．対策

（１）法的対応の必要性とその枠組み

一．被害者の権利の明確化

二．加害者に法的責任を負わせる刑法の適用範囲の明確化

三．就労，住宅，社会福祉など女性の選択を援助する支援サービスの法的枠組みの必要性

四．離婚制度の変更

· 虐待の事実があれば妻から一方的に離婚を宣言できる

· 夫に抗弁権を認めない

· 財産分与の際は従来どおり

五．健康保険制度の変更

· 家族単位から個人単位へ

· 居住地区以外での発行を可能にする

六．生活保護や児童扶養手当の制度の変更

· 虐待被害条項の追加

七．DV休業法の起草

· 夫によるストーカー行為や虐待によるケガ等による休業への対処

· 虐待被害者の心的傷害による休業への対処

八．DV防止法の起草

（２）被害者へのケア

1． 婦人相談所等の機能強化、職員への教育

· 相談員（職員）へのDV教育の徹底

· 婦人保護までの手続きなどの変更をして婦人相談所が一括して行えるようにする

2． 護施設（シェルター、母子寮）の増設（公費の投入）

3． 職業訓練、斡旋、紹介

· ハローワークなどの関連機関との連携

四．自助プログラムの作成（カウンセリング含む）

（３）加害者ケア

· 自助プログラムの作成（カウンセリング含む）

（４）啓発活動

　　一．DVの認識強化

· DVの存在を一般に認識させる

· DVは犯罪

· 暴力をふるう方が悪くふるわれる方に非はない

二．暴力があった場合の対処マニュアルの作成

· 被害者の行動マニュアル（いくつかのパターンを作る）

· 相談所等の連絡先の記載

４．他の3つの虐待との対比

（１）共通点

1． 密室性

· 家庭や施設という外部からは見えにくい場所で起こる

· 被害者が声を出しにくい

2． 加害者の人権意識の欠如

· 加害者は自分の暴力を肯定している

3． 強者から弱者への支配（暴力）

· 当事者同士で弱者にあたる人に対して暴力が振るわれる

（２）女性虐待の特異点

1． 必ず異性間の問題である

· 他の虐待に性は無関係だがDVは必ず異性間

· ジェンダー

二．社会通念（男性優位）との関連

· 婚姻制度､年金､社会保険､就業など

＊資料１

あざれあ（静岡県女性総合センター）でのDVに関わる相談件数

	年度（平成）
	　５
	　６
	　７
	　８
	　９
	　１０
	　１１

	相談件数
	　845
	 957
	 1,351
	 1,802
	 1,730
	 1,923
	  792

	暴力の件数
	    8
	   5
	   13 
	   32
	   30
	   40
	   19

	割合（％）
	   0.9 
	  0.5
	  1.0
	  1.8
	  1.7
	  2.1
	  2.4


· 暴力を主訴とする件数であり、離婚等として相談した件数は含まない。

· 1999(平成１１)年度は、4月から7月までの件数

平成12年3月

静岡弁護士会
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